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Ⅰ新技術の解説

１要旨

関連する成果として、すでに天蚕絹フィブロインを配合した化粧品が製品化されている。その製造工程
に適用されている天蚕絹フィブロインを溶解する銅エチレンジアミン溶液を用い、家蚕を含めた各種野
蚕絹フィブロインを溶解し、直ちにゲル化沈殿させることにより、これを粉砕、乾燥して短時間で容易に
絹フィブロイン粉末を得る方法を開発した。また、得られたそれらの粉末は、吸湿能の解析から結晶形
態がそれぞれ異なる多孔質の硬タンパク質であることを明らかにした。

２期待される効果

(1) 得られる絹フィブロイン粉末のメッシュは、自由に変えることができる。

(2) 加水分解等により生理活性を示す分子量に調製することができるため、サプリメント、化粧品、医
薬品、薬剤等への利用の可能性を有する。

(3) 特産としての野蚕及び家蚕繭の需要が高まり、地域活性化につながる。

３適用範囲

野蚕及び家蚕絹フィブロイン粉末を利用して、各種生活資材の製品開発を試みる企業等

４普及上の留意点

特許出願中（特願2003-112573）であるため、本技術を利用する際は福島県の許諾を得る必要があ
る。
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